
62 パデュー大学での1年

つ近づき，嵐を伴いながら頭の上を通り過ぎ，やがてま

た大平原のかなたへ消えて行くというパノラマをこの目

にすることができたのは，とかく実際の現象から離れて

物事を考えがちな私にとって，非常に貴重な体験であっ

た．特に，書物からの知識だけしかなかったgust　fbnt，

roll　cloud（写真2），wall　cloud等を身を持って体験し

て，自然の不思議さに改めて驚くと共に気象学を学ぶ楽

しみがまた一段とふくらんだような気がした．

　途中は長く感じたこともあったが，終わってみると短

かい1年であった．学問上でも人間的にも多くの収穫が

あったと思うが，今，留学して一番よかったと思うのは，

ありふれた言い方になるがr言葉や習慣が違っても人間

の心は世界共通だ」ということがわかったことである．

留学したおかげで，日本にいてはとても話す機会のない

世界のあらゆる国からの人々と話し合うことができた．

そして，パデューに到着した最初の日，寮まで案内して

くれた同じ研究グループの院生，Glenn　Bakerとは一生

涯親友であり続けることだろう．

　最後に，この留学を可能にする為に御尽力下さった東

京大学海洋研究所の浅井冨雄先生とPurdue大学のDr．

Emest　M．Agee，それに留学にあまり乗り気でなかった『

筆者に熱心に留学を勧めて下さった海洋研究所の木村竜

治先生に深く感謝致します．
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気象学会および関連学会行事予定

行　　事　　名
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大循環」
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